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清水建設

首
都
圏
発
展
へ
Ｂ
Ｐ
複
線
化

遠隔管理で品質・安全確保

概
要

主
橋
梁
施
工

遠隔管理

閉合式典

　
フ

リ
ピ
ン
の
首
都
・
マ
ニ
ラ
を
中
心
と
す
る
メ
ト
ロ
マ
ニ
ラ
︵
マ
ニ
ラ

首
都
圏
︶で
は
近
年
急
激
な
人
口
増
加
と
経
済
活
動
の
一
極
集
中
に
伴
い


交
通
渋
滞
や
防
災
対
策

環
境
な
ど
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る

特
に
マ

ニ
ラ
首
都
圏
と
ル
ソ
ン
島
中
部
を
結
ぶ
日
比
友
好
道
路
沿
線
に
あ
る
プ
ラ
リ

デ
ル
市
周
辺
は
最
も
渋
滞
が
激
し
く

そ
の
渋
滞
緩
和
や
輸
送
能
力
・
効
率

向
上

経
済
社
会
発
展
の
た
め
に
計
画
さ
れ
た
の
が
プ
ラ
リ
デ
ル
バ
イ
パ
ス

だ

清
水
建
設
な
ど
の
Ｊ
Ｖ
が
施
工
を
担
当
し
た
フ


ズ
３
で
は

コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
を
大
き
く
受
け
な
が
ら
も
橋
梁
の
品
質
・
安
全
を
確
保
す
る
と

と
も
に

現
地
技
術
者
・
技
能
者
へ
の
技
術
移
転
が
行
わ
れ
た


▷実施者清水建設・ＦＦＣｒｕｚＪＶ
▷実施国フィリピン共和国
▷実施都市・地区ブラカン州ブストス市（左岸側）・サン
ラファエル市（右岸側）

▷プロジェクト関係者フィリピン共和国公共事業道路省
（発注者）、レナルデ・大日本コンサルタント他５社ＪＶ
（設計者）、国際協力機構（ＪＩＣＡ）（資金協力）

▷実施期間年７月―年３月

　
プ
ラ
リ
デ
ル
バ
イ
パ
ス
建
設
事
業
フ



ズ
３
は

清
水
Ｊ
Ｖ
が
施
工
し
た

フ


ズ
２
・
パ

ケ

ジ
３
︵
単
線

道
路
︶
の
複
線
道
路
化
工
事

橋
梁
２

基
と
道
路
新
設
約
１

か
ら
な
る

主

要
構
造
物
の
ア
ン
ガ

ト
橋
は
７
径
間

連
続
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
・
コ
ン
ク
リ


ト
︵
Ｐ
Ｃ
︶
ラ

メ
ン
箱
桁
橋
長
さ
１

１
２
０

で

当
初
計
画
か
ら
張
り
出

し
架
設
工
法
を
採
用
す
る
こ
と
と
し
て

い
た


　
た
だ

フ

リ
ピ
ン
国
内
で
は
移
動

作
業
車
を
使

た
張
り
出
し
架
設
工
法

に
よ
る
橋
梁
工
事
の
実
績
は
皆
無
に
等

し
く

同
工
法
の
経
験
が
あ
る
現
地
技

術
者
・
技
能
者
も
限
ら
れ
て
い
た
た
め


品
質
・
安
全
管
理
に
関
す
る
知
識
・
経

験
不
足
が
問
題
と
な

た


　
そ
こ
で
同
Ｊ
Ｖ
は

張
り
出
し
架
設

工
法
の
経
験
が
あ
る
日
本
人
技
術
者
・

技
能
者
が
品
質
・
安
全
に
つ
い
て
現
地

労
働
者
に
細
か
く
指
導
す
る
こ
と
で
管

理
能
力
の
向
上
を
図
り
な
が
ら
工
事
を

進
め
た

具
体
的
に
は
定
着
突
起
部
の

よ
う
な
高
密
度
配
筋
部
の
コ
ン
ク
リ


ト
打
ち
込
み
前
に
バ
イ
ブ
レ

タ
の
使

用
方
法
・
箇
所
・
目
的
を
繰
り
返
し
説

明
誤

た
締
め
固
め
方
法
で
は
ど
の

よ
う
な
不
具
合
が
生
じ
る
か
な
ど
を
示

し
技
術
力
と
意
識
の
向
上
を
図

た


　
ま
た

安
全
衛
生
・
保
安
対
策
と
し

て

特
に
空
中
作
業
と
な
る
ト
ラ
ス
上

の
作
業
で
は
安
全
設
備
の
設
置
方
法


作
業
手
順
を
現
場
で
現
地
労
働
者
に
指

導
し
た


　
一
方

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
下
に
お
け
る
感
染
防
止
対
策
と

遠
隔
管
理
に
よ
る
施
工
も
重
要
課
題
と

な

た

２
０
２
０
年
３
月

フ

リ

ピ
ン
全
土
で
ロ

ク
ダ
ウ
ン
が
実
施
さ

れ
工
事
が
中
断
さ
ら
な
る
感
染
拡
大

が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ

た
た
め


清
水
建
設
は
フ

リ
ピ
ン
駐
在
の
日
本

人
職
員
全
員
を
国
外
退
去
さ
せ
た


　
と
こ
ろ
が

発
注
者
で
あ
る
同
国
公

共
事
業
道
路
省
は
５
月

政
府
が
ロ


ク
ダ
ウ
ン
を
解
除
し
て
い
な
い
状
況
下

で
工
事
再
開
指
示
を
発
出
し
た

こ
の

た
め

日
本
人
職
員
が
現
地
に
戻
れ
る

よ
う
に
な

た

月
ま
で
遠
隔
管
理
で

の
施
工
を
余
儀
な
く
さ
れ
た


　
同
Ｊ
Ｖ
は
工
事
再
開
前

▽
防
疫
計

画
策
定
▽
ス
タ

フ
・
作
業
員
の
再
動

員
計
画
▽
日
本
人
技
術
者
に
よ
る
遠
隔

管
理
を
考
慮
し
た
施
工
計
画
書
作
成



を
実
施

朝
礼
や
安
全
巡
回
な
ど
日

々
の
管
理
に
つ
い
て
も
遠
隔
で
行
え
る

方
法
を
検
討
し
た


　
そ
の
後

６
月
中
旬
か
ら
日
本
人
職

員
が
不
在
の
ま
ま
遠
隔
管
理
で
現
場
作

業
を
順
次
再
開

初
期
段
階
で
躯
体
仕

上
げ

付
帯
工
事
な
ど
の
比
較
的
事
故

リ
ス
ク
の
低
い
工
事
か
ら
始
め

そ
の

後
は
重
機
を
使
用
す
る
盛
り
土
工
事
や

高
所
作
業
と
な
る
取
り
付
け
橋

主
橋

工
事
を
進
め
た


　
こ
う
し
た
取
り
組
み
に
よ
り

ア
ン

ガ

ト
橋
の
主
桁
は

月

日
に
最
終

閉
合
コ
ン
ク
リ

ト
施
工
を
迎
え

関

係
者
多
数
出
席
の
下

式
典
が
開
か
れ

た

関
係
者
か
ら
は
防
疫
対
策
を
万
全

に
行
い

遠
隔
管
理
で
橋
梁
工
事
を
継

続
・
完
成
さ
せ
た
こ
と
に
対
し

賛
辞

が
相
次
い
だ

そ
の
後
も

年
３
月
ま

で
重
大
災
害
な
く
工
事
全
体
を
竣
工
さ

せ
た


　
工
事
完
了
後

現
地
労
働
者
の
多
く

が
清
水
建
設
の
施
工
す
る
フ

リ
ピ
ン

国
内
外
の
他
現
場
で
活
躍
し
て
お
り


同
プ
ロ
ジ

ク
ト
で
培

た
知
識
・
技

術
が
根
付
い
た


建設通信新聞 2 0 2 4 年 0 3 月 1 1 日 0 1 2 面 0 1 版 N o . 0 1


